
事

務

費

翌、一写
0

雑

費

登
0

被

翌
〇

屈

奈
0

△

u
 

係

典

〈
、奈
U)

内

国

旅

校

一、旦

各

所

修

紐

立
只）

廷
0

t
 

非

肖、1

品

図
書
印
刷
費

、巨

紺i

品

費

害
記
一
一
人

通
信
運
般
野

実
験
材
料
校

経
常
部
予
算
不
足
ヲ
補
充
ス
ル
経
費

判
任
俸
給

所
員
五
人

奏
任
俸
給

II 令
0

一、0
0
0

平
均
年
額
―
-
、
哭
0

円
三
、
四
0
0
円

技
手
―
二
人

一、天
0

1
0
、究
0

i

-

、登
0

]I]'CXX) 

慰
労
金
写
、
八
g)

康
託
五
人

111'00)

員

給

―

―一人

戦
エ
―1
0
人
月
ら
年
一
九
、＿

m-匹
、旦

其
他
一0
人

匹

0

四
、〈
g)

傭
人
料服
喪
―
―

10
人
月
一
五

俸

給本
校
ハ
美
術
二
関
ス
ル
本
邦
唯
一
ノ
学
府
ニ
シ
テ
各
部
科
ノ
数
モ
多
ク
従
ッ

テ
多
数
専
門
的
學
者
及
技
術
家
ヲ
講
師
ト
シ
テ
嘱
託
シ
ア
ル
状
態
ナ
リ
現

在
二
於
テ
モ
其
数
二
十
四
名
ニ
シ
テ
内
無
給
四
ア
ル
モ
此
ノ
手
当
年
額
壼
万

一
月

二
十
二
日

る
。

同
月
二
十
五
日

教
授
兼
生
徒
主
事
森
田
亀
之
助
は
臨
時
セ
メ
ン
ト
美
術
教

室
主
任
兼
務
を
、
書
記
筒
崎
謙
斎
、
同
北
浦
大
介
、
同
宮
本
純
一

、
同
佐

藤
重
吉
は
同
教
室
事
務
取
扱
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
七
日
講
師
関
野
克
は
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

二
月
十
二
日

一一
月
十
一
日
紀
元
節
拝
賀
式
後
記
念
講
浪
を
依
頼
し
た
中
村

孝
也
に
謝
儀
と
し
て
本
校
よ
り
三
十
円
賠
与
。

名
特
教
授
正
木
附
彦
死
去
。

三
月
二
日

②

職
員
そ
の
他

（
「
任
免
関
係
原
議
綴
」
そ
の
他
に
よ
る
。）

昭
和
十
五
年

七
千
戴
百
七
拾
圃
ノ
多
額
支
出
ヲ
要
ス
ル
故
二
現
予
算
額
五
千
戴
百
五
拾
参

園
二
此
ス
レ
バ
尚
登
万
爪
千
余
園
ノ
不
足
ヲ
生
ズ

ル
現

朕

ナ

リ

此

不

足

額

ハ
全
ク
他
目
ョ
リ
流
用
支
弁
七
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
数
官
ノ
昇
級

等
ハ
全
ク
絶
望
ノ
現
状
ニ
ア
リ
依
ッ
テ
木
年
度
ョ
リ
ハ
経
常
部
二
於
テ
左

記
経
費
ヲ
増
額
令
逹
セ
ラ
ル
、
様
切
二
希
望
ス
ル
次
第
ナ
リ

園

分

金

額

備

考

學

校

及

岡

害

館

一

0

、
S
O

給

一

0
、
只己

内

訳

講

師

一0
、U
ご

（「
工
芸
指
涵
員
投
成
所
設
骰
二
閲
ス
ル
概
諄
粛
類
」
収
録
文
屯
パ
よ
り
転
載
）

俸

矢
崎
好
幸
は
七
メ
ン
ト
美
術
授
業
担
任
諧
師
を
康
託
さ
れ
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同 同
さ
れ
る
。

嘱
託
増
井
兼
吉
は
病
気
の
た
め
依
願
解
康
と
な
る
。

同
月
十
日
学
校
長
芝
田
徹
心
は
生
徒
修
学
旅
行
状
況
視
察
（
同
月
十
四
日

よ
り
一
一
十
三
日
ま
で
）
を
許
可
さ
れ
る
。

同
月
十
二
日

芝
田
徹
心
は
、
同
日
設
置
さ
れ
た
美
術
振
興
調
査
会
の
委
員

に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
三
十
日

江
島
信
一
は
臨
時
嘱
託
を
解
か
れ
、
さ
ら
に
中
華
民
国
へ
視

察
旅
行
の
序
を
も
っ
て
本
校
教
授
上
参
考
資
料
と
な
る
べ
ぎ
美
術
工
芸
に

関
す
る
調
査
を
嘱
託
さ
れ
る
。

月
教
授
森
井
健
介
、
講
師
岡
田
捷
五
郎
は
学
術
研
究
の
た
め
四
月
二

十
一
日
よ
り
往
復
と
も
十
日
間
、
朝
鮮
京
城
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

五
月
二
日

生
徒
野
営
演
習
に
関
し
、
地
形
偵
察
の
た
め
野
中
宇
八
、
豊
田

朝
一
郎
、
斎
藤
幸
晴
は
五
月
三
日
よ
り
往
復
と
も
二
日
間
、
習
志
野
お
よ

び
下
志
津
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
六
日
片
岡
照
三
郎
は
漆
工
部
の
彫
鍍
実
習
授
業
を

一
学
期
間
臨
時
康

託
さ
れ
、
田
辺
穣
、
原
三
郎
は
海
洋
画
に
関
す
る
資
料
調
査
を
臨
時
嘱
託

日

四
月
一
日
元
富
山
県
立
工
芸
学
校
教
諭
、
陸
軍
歩
兵
中
尉
八
田
辰
之
助

（
昭
和
二
年
鍛
金
部
卒
）
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ
鍛
金
部
勤
務
を
命
ぜ
ら

れ
る
。

四
月
六
日
生
徒
古
美
術
見
学
旅
行
に
つ
き
、
前
年
同
様
岸
熊
吉
、
新
納
忠

之
介
、
冨
田
一
昭
、
入
江
幾
治
郎
、
安
問
立
雄
は
臨
時
実
地
指
消
を
嘱
託

さ
れ
、
南
蕉
造
、
高
村
股
周
、
西
田
正
秋
、
羽
下
修
一
―-
、
佐
々
木
卓
、
北

油
大
介
、
瀬
谷
義
広
は
三
頂
県
、
奈
良
県
、
京
都
府
へ
夫
々
出
張
を
命
ぜ

ら
れ
る
。

生
徒
野
営
油
習
の
た
め
野
中
宇
八
‘
曲
立
川
朝
一
郎
、
斎
藤
幸
哨

は
五
月
十
日
よ
り
往
復
と
も
四
日
間
習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
じ

く
野
中
宇
八
、
佐
藤
政
司
、
豊
田
朝
一
郎
、
斎
藤
幸
晴
は
同
月
十
四
日
よ

り
往
復
と
も
四
日
間
、
下
志
津
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
、
佐

々

木

卓
、
森
田
亀
之
助
は
五
月
十

一
日
、
習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
五
日
同
じ
く
佐
々
木
卓
、
筒
崎
謙
斎
、
宮
本
純
一
は
五
月
十
六

日
、
下
志
津
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
七
日

学
術
研
究
の
た
め
建
畠
大
夢
は
五
月
二
十
一
日
よ
り
往
復
と

も
十
六
日
間
、
高
村
盟
周
は
同
日
よ
り
往
復
と
も
一二
週
間
、

伊

原

宇

―――

郎
、
矢
沢
弦
月
は
同
月
二
十
二
日
よ
り
往
復
と
も
十
六
日
問
、
朝
鮮
京
城

へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
鮮
展
審
査
が
主
目
的
の
た
め
旅
費
は
朝
鮮
総
督

府
よ
り
支
給
）
。

同
月
二
十
日

学
事
視
察
の
た
め
北
浦
大
介
は
五
月
二
十
七
日
よ
り
往
復
と

も
二
週
間
、
朝
鮮
京
城
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
李
王
家
美
術
館
長
葛
城

末
治
の
依
頼
に
よ
る
事
務
打
合
わ
せ
、
陳
列
替
え
の
用
務
の
た
め
の
出
張

で
、
旅
費
は
同
館
よ
り
支
給
）
。

同
月
二
十
九
日
芝
田
徹
心
は
女
子
学
習
院
長
に
任
命
さ
れ
、
浦
和
高
等
学

校
長
澤
田
源
一
が
本
校
校
長
に
任
命
さ
れ
る
。

六
月
八
日
澤
田
源
一
は
美
術
振
輿
調
査
会
委
員
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
十
一
日
澤
田
源
一
は
帝
室
博
物
館
顧
問
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
十
日
生
徒
野
営
浪
習
に
つ
き
、
野
中
宇
八
、
豊
田
朝
一
郎
、
斎
藤
幸

晴
は
六
月
十
一
日
よ
り
往
復
と
も
四
日
問
、
佐
々
木
卓
に
六
月
十
一
日
、

習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

周
月
二
十
一
日

同
じ
く
野
中
宇
八
、
豊
田
朝
一
郎
、
斎
藤
幸
晴
は
六
月

同
月
八
日
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｀
 同

月
八
日

十
二
日
よ
り
往
復
と
も
二
日
間
、
富
士
裾
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

七
月

一
日
同
じ
く
野
中
宇
八
、
豊
田
朝

一
郎
、
斎
藤
幸
晴
は
七
月
二
日
よ

り
往
復
と
も
四
日
間
、
宮
本
純
一
は
七
月
二
日
、
富
士
裾
野
へ
出
張
を
命

ぜ
ら
れ
る
。

同
月
――
-H

同
じ
く
佐
々
木
卓
、
森
田
也
之
助
は
七
月
三
日
よ
り
往
復
と
も

二
日
間
、
富
士
裾
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
六
日
野
中
宇
八
に
代
わ
っ
て
陸
軍
歩
兵
大
佐
徳
永
徳
が
本
校
配
屈
将

校
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

川
崎
小
虎
は
陸
軍
嘱
託
と
し
て
献
納
聖
戦
画
製
作
の
た
め
九
月

中
旬
よ
り
約
ニ
カ
月
間
、
北
支
方
面
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
九
日
同
様
に
伊
原
宇
三
郎
は
十

一
月
末
よ
り
約
ニ
カ
月
間
、
南
支
南

寧
方
面
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同

日

文

部

省

は

第

二
回
日
独
青
少
年
交
耀
会
事
業
と
し
て
九
月
中
旬

よ
り
十
二
月
下
旬
ま
で
約
一ニ
カ
月
間
、
日
本
青
少
年
団
指
母
者
代
表
六
名

を
ド
イ
ツ
に
派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
本
校
講
師
小
塚
新
一
郎
を
そ
の
一
員

に
加
え
る
こ
と
を
決
定
。

同
月
十
三
日
生
徒
主
事
補
高
橋
吉
雄
は
興
亜
学
生
勤
労
報
告
隊
北
支
お
よ

び
蒙
彊
派
逍
本
校
代
表
生
徒
内
地
訓
練
所
へ
引
率
の
た
め
七
月
十
四
日
の

習
志
野
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

八
月
二
日

徳
永
徳
に
代
わ
っ
て
陸
軍
歩
兵
大
佐
一一一
橋
利
三
が
本
校
服
務
を

命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
六
日
小
塚
新

一
郎
は
ド
イ
ツ
国
に
お
け
る
戦
時
下
青
少
年
運
動
調

査
を
文
部
省
よ
り
嘱
託
さ
れ
る
。

九
月
十
六
日
田
辺
穂
、
原
一一一
郎
は
臨
時
嘱
託
を
解
か
れ
る
。

十
月

一
日
よ
り
十

一
月
二
十
四
日
ま
で
第
四
回
文
部
省
美
術
展
烈
会
に
代
わ

っ
て
紀
元
一一
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
職
員
中
よ
り
藤

島
武
二
、
結
城
素
明
、
北
村
西
望
、
建
畠
大
夢
、
南
蕉
造
、
和
田
三
造
、

香
取
秀
真
、
朝
倉
文
夫
、
清
水
南
山、

津
田
信
夫
、
小
林
万
吾
、
田
辺
至

ら
が
委
員
と
し
て
審
査
に
従
事
。

十
月
十

一
日
十
月
四
日
本
校
設
骰
記
念
式
の
際
に
講
演
を
依
頼
し
た
関
保

之
助
、
石
川
巳
七
雄
に
謝
俊
と
し
て
本
校
よ
り
各
十
円
贈
付
。

十
一
月
七
日
邸
村
豊
周
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
中
部
ア
メ
リ
カ
諸
国

へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
二
日
本
年
度
学
徒
野
外
聯
合
演
習
に
つ
き
豊
田
朝
一
郎
、
斎
藤
幸

哨
、
佐
藤
盾
吉
は
十

一
月
十
四
日
よ
り
往
復
と
も
二
日
間
、
森

田

亀

之

助
、
佐
々
木
卓
、
三
橋
利
三
は
十

一
月
十
四
日
、
習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ

ら
れ
る
。

同
月
十
五
日

学
校
長
澤
田
源

一
は
工
芸
技
術
講
習
所
長
に
補
せ
ら
れ
、
書

記
宮
本
純
一

、
筒
崎
謙
斎
（
翌
十
六
日
付
）
は
同
所
書
記
兼
任
を
命
ぜ
ら

れ
る
。

同
月
二
十
日

教
授
六
角
紫
水
、
助
教
授
松
田
権
六
は
展
観
中
の
正
倉
院
御

物
漆
工
製
品
の
拝
観
、
調
査
を
帝
室
博
物
館
総
長
に
願
い
出
た
が
却
下
と

な
る
。

同
月
三
十
日

助
教
授
山
崎
覚
太
郎
は
工
芸
技
術
講
習
所
助
教
授
（
兼
本
校

助
教
授
）
に
、
書
記
佐
藤
重
吉
は
同
所
書
記
（
兼
本
校
書
記
）
に
任
命
さ

れ
る
。

十
二
月
十
七
日

八
田
辰
之
助
は
鍛
金
部
理
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
森
田
武
は
高

村
豊
周
外
国
出
張
中
工
芸
科
予
科
理
事
代
理
を
、
同
じ
く
丸
山
不
忘
は
鋳
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③

卒

業

昭
和
十
五
年
三
月
二
十
五
日
、
第
四
十
九
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

同
日
よ
り
三
日
間
、
校
内
で
卒
業
制
作
品
陳
列
会
が
開
か
れ
た
。
左
記
は
そ
の

記
録
文
書
の
抜
粋
で
あ
る
。

第
四
十
九
回
卒
業
證
書
授
興
式
次
第
（
戸
叶
情

蜘

）

一
、
新

卒

業

生

入

場

著

席

（

誓

子

註

贔

）

二
、
職
員
、
参
列
也
卒
業
生
著
席
(
”
堂
応
一
ロ
ョ
lJ出
這
）

（

第

三

琥

鐘

）

三
、
来

賓

著

席

講

堂

東

ロ

ヨ

リ

出

入

四
、
宮
城
遥
拝
、
靖
闊
神
祉
遥
拝
、
出
征
照
士
ノ
武
運
長
久
ヲ
稿
ル

五

、

校

歌

(

-

同

起

立

）

六
、
學
校
長
式
辟

七
、
卒
業
證
書
及
賞
品
授
典

八
、
學

校

長

告

僻

（

卒

業

生

前

後

敬

證

）

九
、
文
部

大

臣

祝

辟

（

卒

業

生

前

後

敬

麗

）

+、

卒
業
生
穂
代
答
辟

十
一
、
式
終
了
挨
拶

十
二
、
束
賓
、
職
員
、
窟
卒
業
生
へ
新
卒
業
生
順
次
退
場

附
一
、
退
場
後
来
賓
、
蕉
卒
業
生
ハ
休
憩
所
ニ
テ
休
憩
ノ
事

二
、
退
場
後
職
員
、
新
卒
業
生
ハ
直
二
窃
員
場
へ
集
合
ノ
事

式

金
部
理
事
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
三
日
諧
師
比
田
井
小
琴
は
依
願
解
翡
と
な
る
。

答

僻

昭
和
十
五
年
三
月
廿
五
日

東
京
美
術
學
校
第
四
十
九
回
卒
業
生紹

代

山

崎

元

士

不
肖
卒
業
生
一
同
二
代
リ
右
柳
力
所
懐
ヲ
述
ヘ
テ
感
謝
ノ
微
惹
ヲ
表
ス
。

答

辟

本
日
絃
二
第
四
十
九
回
卒
業
生
二
到
シ
證
書
授
典
ノ
式
典
ヲ
船
行
セ
ラ
ル
、
ニ

方
リ
朝
野
貴
頻
ノ
御
来
臨
ヲ
隊
フ
・
ン
特
二
文
部
大
臣
閣
下
ノ
御
祝
詞
拉
校
長
閣

下
ノ
御
訓
辟
ヲ
拝
受
ス
ル
ノ
榮
ヲ
得
ク
ル
コ
ト
ハ
生
等
ノ
洵
二
欣
幸
ト
ス
ル
所

ナ
リ
回
顧
ス
レ
バ
入
學
以
来
早
ク
モ
五
年
ノ
星
霜
ヲ
紐
ク
リ
其
ノ
問
御
懇

篤
ナ

ル
御
指
導
卜
御
薫
陶
二
依
リ
各
々
其
ノ
志
ス
所
ノ
課
程
ヲ
修
了
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
タ
リ
今
母
校
ヲ
去
ル

ニ
臨
ミ
欣
慕
卜
感
謝
ノ
情
轄
夕
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

惟
フ
ニ
生
等
業
ヲ
卒
へ
、
ン
ト
云
ヘ
ト
モ
仰
二
藝
術
ノ
片
鱗
ヲ
窺
ヒ
得
タ
ル
ニ

過
キ
ス
荀
モ

此
ノ
小
成
二
安
ン
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
賂
束
各
々
其

ノ
修
得
、
ン
タ
ル
所
二
随
ヒ
盆
々
人
格
ノ
修
義
卜
技
術
ノ
練
磨
二
努
メ
以
テ
我
邦

美
術
ノ
登
展
ヲ
致
サ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
時
恰
モ
光
輝
ア
ル
紀
元
二
千
六
百
年
ニ

際
會
｀
ン
東
亜
新
秩
序
ノ
建
設
ハ
着
々
其
ノ
宜
ヲ
畢
ヶ
日
本
精
紳
ヲ
櫃
軸
ト
ス
ル

新
文
化
ノ
創
造
ハ
今
ヤ
我
等
青
年
美
術
學
徒
二
課
セ
ラ
レ
タ
ル
光
輝
ア
ル
使
命

ニ
シ
テ
其
ノ
責
務
ノ
重
且
大
ナ
ル
ヲ
想
ヘ
ハ
須
ク
我
力
尊
厳
ナ
ル
圏
儒
観
念
ニ

依
遵
シ
以
テ
典
亜
聖
業
ノ
完
遂
ヲ
期
七
、
ン
カ
為
勇
往
邁
進
大
ヒ
ニ

美
術
報
園
ノ

誠
ヲ
致
サ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス
是
併
乍
御
鴻
恩
ノ
萬
分
ノ
―
二
酬
ュ
ル
所
以
ナ
リ

ト
信
ス

―-
、
式
ノ
前
後
二
於
テ
卒
業
生
製
作
品
随
意
観
覧
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